
長崎県議会の現状と課題
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包括連携に関する協定に基づく講演
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自己紹介１

・昭和３４年６月生まれ（現在６４歳）

・昭和５７年３月 福岡大学を卒業

・昭和５７年 民間企業勤務

・昭和５８年 有限会社丸徳商会を設立

・平成５年 株式会社マルトクに社名変更

・平成１８年２月 県議会議員に４６歳で初当選（現在６期目）

プロフィール
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政治家を志したきっかけ

家族構成

趣 味

座右の銘

自己紹介１
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スポーツ・映画鑑賞

初心忘るべからず

妻、息子２人

自由民主党長崎県支部連合会で青年部活動を行っていた時、
多くの政治家と関わっていく中で、自分も政治で何かを変えて
みたいと考えるようになったこと。



自己紹介１

V・ファーレン長崎、長崎ヴェルカ支援長崎県議会議員懇話会会長

雲仙市スポーツ協会会長、雲仙市サッカー協会会長

長崎県立国見高校サッカー部後援会長

長崎県観光振興議員連盟会長

県議会でのこれまでの主な役職

その他の主な役職

議長就任当時（令和５年５月）平成２０年２月 土木委員会委員長

平成２１年２月 総務委員会委員長

平成２７年５月 予算決算委員会委員長

平成２８年２月 議会運営委員会委員長

平成２９年７月 長崎県議会副議長

令和 ５年５月 長崎県議会議長就任（現職）
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議会の役割と活動２

第３条 議会は、前条の基本理念にのっとり、次に掲げる役割を担い、活動するも
のとする。

（１）議事機関として県の意思決定を行うこと並びに知事等の事務の執行について
監視及び評価を行うこと。

（２）議案等の審議又は審査及び調査を行うほか、独自の政策立案及び政策提言に
取り組むこと。

（４）県民が参画しやすい開かれた議会運営を行うこと。
（５）県民に対する議会活動の説明責任を有することにかんがみ、積極的かつわか

りやすい情報の公開を行うこと。

（３）議会活動の透明性を確保するとともに、本会議、委員会及び議案の審査又は
議会の運営に関し協議又は調整を行うための場において、活発な議員間の討議
を行うこと。

長崎県議会基本条例

第２条 議会は、二元代表制の一翼を担うものであり、県政における議事機関とし
て、県民の意思を県政に反映させることにより県民の負託にこたえ、公平かつ公
正な議論を通じ、真の地方自治の実現に取り組むものとする。
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県議会の組織

議長・副議長

議会の役割と活動２

本会議

委員会

特
別
委
員
会
（
３）

議
会
運
営
委
員
会（
１）

常
任
委
員
会
（
５）

 ６月定例会（6/9～7/4 26日間）

 ９月定例会（9/12～10/6 25日間）

 11月定例会（11/27～12/20 24日間）

議会の会期（令和５年）

【本会議】
全議員で構成され、
最終的な議案の
議決を行う

【委員会】
少人数の議員で
構成され、各議案
の審査をより専門
的、能率的に行う

本会議の様子

 ２月定例会（2/20～3/17 26日間）
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定例会中のスケジュール（令和５年９月定例会）

内容等日程内容等日程

月25日開会、常任委員会、分科会、予
算決算委員会、本会議火9月12日

分科会・常任委員会火26日水13日
分科会・常任委員会水27日木14日
分科会・常任委員会木28日金15日
分科会・常任委員会金29日土16日

土30日日17日
日10月1日月18日

分科会・常任委員会（予備日）月2日本会議（一般質問）火19日

火3日本会議（一般質問）水20日
予算決算委員会(分科会⾧報告、採決)水4日本会議（一般質問）木21日

特別委員会木5日金22日
本会議（委員⾧報告、採決）、閉会金6日土23日

土7日日24日 8



議員の役割と活動３

長崎県議会基本条例

第４条 議員は、次に掲げる役割を担い、活動するものとする。

（１）議員は、合議制の機関である議会を構成する一員として、県民の声を
聴き、議会活動を通じて県政に反映させ、県民の負託にこたえること。

（２）議員は、個別的な事案の解決に努めるのみならず県民全体の幸福を目指
して活動すること。

（４）議員は、政策能力の向上のため常に研鑽に励むこと。

（３）議員は、議会活動について、県民に対する説明責任を果たすこと。

・法律、財政などの高い専門性
・県政全般にわたる幅広い知識
・県民の声を聴く力

議員に求められる能力
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長崎県議会議員数と選挙区（令和５年度）

議員定数 ４６人 現在の議員数 ４６人
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選挙区数：１６

自由民主党 ３０

改革２１ ９

公明党 ３

県民会議 ２

日本共産党 １

もったいないよ 長崎 １

計 ４６

会派別議員数

議員の役割と活動３



議会が行われていない時の議員の仕事

現地視察

地域行事

への出席

陳情要望

住民との

意見交換

そ の 他

議会での活動へ繋がる

議員の役割と活動３

情報収集

ＩＲに関する意見交換（佐世保市内）

大雨による被害状況の視察
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議員提案条例の制定実績

決 議 日条 例 名№

平成１５年１０月長崎県行政に係る基本的な計画について議会の議決事件と定める条例１

平成２０年 ８月長崎県がん対策増進条例２

平成２１年１２月長崎県歯・口腔の健康づくり推進条例３

平成２４年 ３月長崎県議会基本条例４

平成２５年 ３月みんなで取り組む災害に強い長崎県づくり条例５

平成２５年 ５月障害のある人もない人も共に生きる長崎県づくり条例６

平成２７年１２月長崎県産酒による乾杯の推進に関する条例７

令和 ４年１０月長崎県ケアラー支援条例８

令和 ４年１２月長崎県議会の保有する個人情報の保護に関する条例９

令和 ５年 ７月長崎県議会議員の請負の状況の公表に関する条例10

議員の役割と活動３
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議員のなり手不足４

議員の高齢化

R３年５月16日
長崎新聞

70代

60代

50代

40代

30代

令和５年７月１日現在

最年長議員＝７９歳

最年少議員＝３５歳

長崎県議会議員の年齢構成

13%

28%

28%

26%

６０歳以上＝４１％

女性議員の割合＝１５％
（全国平均＝１４％）

平均年齢県名

57.1⾧崎県

54.1福岡県

59.1大分県

60.9佐賀県

57.8熊本県

58.4宮崎県

57.3鹿児島県

60.7沖縄県

58.2九州平均

56.7全国平均

九州の県議会議員の平均年齢

令和５年７月１日現在

13

2人

4%



投票率の低下

議員のなり手不足４

近年の投票率の低迷

若者の投票率は特に低い

・投票しても何も良くならない
・投票したい候補者がいない
・投票に行くのが面倒くさい

など

政治への無関心
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議員のなり手不足４

県議会を身近のものにするために

・テレビ「県議会リポート」 （年４回）

・新聞「ながさき県議会だより」（年４回）

・本会議のインターネット中継（Ｈ１７～）

・委員会のYouTubeライブ配信・録画配信

・ＳＮＳによる議会情報の発信

新聞「ながさき県議会だより」

テレビ「県議会リポート」
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議員のなり手不足４

大学生の皆さんに注目してほしい点

・若者の意見を政治に反映させよう

投票へ行こう！

・国の政治を知り、興味を持とう
・自分の住んでいる地域の政治への興味を持とう
・政治家（議員）個人への関心を高めよう

政治に興味を持とう！

人口減少・少子高齢化・県民所得の低迷・離島地域の振興・・・など

長崎県の課題

課題解決へ何も繋がらない！

政治への無関心が続くと・・・
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議会改革への取り組み５
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議会のデジタル化 電子表決

ペーパーレス化

オンライン委員会



議会改革への取り組み５
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県民に身近な議会 政治への無関心、議員のなり手不足、無投票への対応

高校生と議員との交流事業

県立大学との連携事業

議長記者会見

字幕表示システム

議会ＨＰ

Facebook

✕



海外との交流

議員としての活動６
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日越外交関係樹立５０周年記念ベトナム訪問

ポルトガル訪問



人口減少対策
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議員としての活動６

○県内の公立高校卒業生の県内・県外への就職・進学状況



スポーツによる振興
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議員としての活動６



島原半島の観光の振興
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議員としての活動６

約３割減少

噴火災害による被害
死者(行方不明者含む) 44人
負傷者 12人
家屋被害 2,511棟
被害総額 約2,300億円

平成３年の雲仙普賢岳噴火災害



有明海航送船組合
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議員としての活動６
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議会としてこれから目指す新しい方向７

議会に何が求められているのか 県民の声をもっと聴くこと

市町議会 産業経済団体

県議会

連携の
強化



これから社会人となる皆さまへ８

○大学生の今、色々な経験をして見聞を広めよう

○就職はブランドで決めず、やりたい仕事をしよう

○起業へも挑戦してみよう

○たくさんの人とコミュニケーションを図ろう
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